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美郷町中学生海外研修
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「オーストラリアの文化にふれて」
　富樫菜々子　

　今回の研修で私が一番楽しみにしていたのは、
オーストラリアの人と英語で会話する事でした。初
めはなかなか話しかけることができなかったけれ
ど、身ぶり手ぶりを使って少しずつコミュニケー
ションをとる事ができました。ホストファミリーと
の会話は難しく、全て聞きとれませんでした。でも
「伝えたい」という思いで単語を並べてみたら、ちゃ
んと伝わったのでとてもうれしかったし、少し自信
がついたように思いまし
た。
　日本とは違う文化や習
慣に触れ、オーストラリ
アの良さをたくさん発見
すると共に、日本の良さ
を改めて感じる事ができ
た一週間でした。

「オーストラリアの魅力」
　下田　和樹　

　ファームでの体験が一番心に残っています。現地
の子どもたちとの交流の時、最初は恥ずかしくて返
答に時間がかかってしまいました。でも、相手が積
極的に話しかけてくれたので、すぐに打ち解けるこ
とができました。伝えようという気持ちを強くもっ
て積極的になることが大事だと思いました。
　ファームでの最終日の朝、目の前に広がる自然を
しっかりカメラのフィルムに収めました。シドニー
の大きな街の様子とはま
た違うオーストラリアの
よさ…人のやさしさ、緑
の豊かさを感じることが
できました。初めてのこ
とがたくさんあったこの
旅は、絶対に忘れられま
せん。

　今年度の中学生海外研修が、１月6日から13日の日程で実施されまし
た。昨年度までは夏休み期間中の実施でしたが、部活動などの影響を考
慮して今年度は冬休み期間の実施となりました。
　参加者は町内の中学校１年生と２年生の17人。オーストラリアの子ど
もたちと一緒に遊び、ホームステイを通して交流を深めてきました。
　今年度の研修内容と４人から寄せられた感想文をご紹介します。

広報美郷　平成20年2月号 4



広報美郷　平成20年2月号5

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

「オーストラリアでの想い出」
　照井　真穂　

　「外国人と上手く話せるだろうか…」こんな不安を
抱いて始まったこの研修。ファーム滞在中に現地の
子どもと会っても、緊張して少ししか話せませんで
したが、ホームステイをしている内に、自分から積
極的に話しかける様になりました。向こうでは父の
日が９月にある事や、ビーチで結婚式を挙げたりす
ると聞き、驚きました。英語が苦手な私でも、素敵
な時間を過ごせたのはホストファミリーのおかげで
す。人の優しさは国を越
えても同じなんだなと実
感しました。
　今回の研修では、オー
ストラリアの良さに触
れ、日本の良さも見つめ
直すことができました。
今度は他の国の良さも見
つけてみたいです。

「鮮やかな言葉」
　皆川　奏絵　

　私が自分の荷物の整理をしていると、ホストファ
ミリーの姉妹が私の小物を見て「かわいいね」と英語
で話しかけてきた。私も彼女たちの小物がかわいい
と伝えようと思ったが、今の私の表現方法で、彼女
たちにきちんと私の気持ちが伝わるのかが不安に
なった。
　そこで私は彼女たちの言動を観察してみた。する
と彼女たちは言葉では足りない部分を表情で補って
いる事が分かった。日本で
はなかなか身に付かない技
だ。そう思える程、彼女た
ちの表情は鮮やかだった。
　今回の研修では、そん
な日本では学べないよう
な事がたくさん学べた、
とても充実した研修だっ
た。
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